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球頼状流紋岩

珪長質でガラス～隠微晶質石基をもつ火山岩には“スフェルライト"

(球頼)カミしばしば含まれる･普通は径2～3㎝の球体または楕円体

で針状の長石細粒の珪酸鉱物などの放射状集合体からなりしぱし

ば同心層状構造が発達する.流紋岩のような高粘性の溶岩が急冷する

とガラスになり易い.ガラスが完全に常温まで冷却固結するまでに脱

ガラス化がおこり珪長鉱物の集合をつくることが多い.スフェルラ

イトもこのような過程でできると考えられている.写真は飛騨高原を

おどり

北に向って流下する小鳥川の沿岸に分布する白亜紀末の小鳥川流紋岩

類中の溶岩にみられるスフェルライトである.写真の一部にみられる

ように伸びたものは割目から脱ガラス化が起･jたものであろう.この

スフェルライトは酸性斜長石と石英の集合体である.

泣おこのような見事故スフェルライトは水石の愛好者独どからは

“紋石"などと呼ばれ人気がある.

(文地質部河岡清雄写真正井義郎)�


